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通期連結業績予想と実績値との差異及び 

債務保証損失引当金の戻入、繰延税金資産の計上に関するお知らせ 

 

 

 2025 年２月 14 日に公表いたしました通期連結業績予想と本日公表いたしました実績値に差異が生じま

したので、下記のとおりお知らせいたします。 

また、2025 年 12 月期決算において、下記のとおり債務保証損失引当金の戻入及び繰延税金資産の計上

を行うことといたしましたので、併せてお知らせいたします。 

記 

 

 

１． 通期連結業績予想と実績値との差異について 

① 2025 年 12 月期通期連結業績予想と実績値の差異（2025 年１月１日〜2025 年 12 月 31 日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（A） 24,000 1,400 1,350 1,100 12.24 

今回実績（B） 24,068 1,766 1,787 1,989 22.13 

増減額（B－A） 68 366 437 889  

増減率（％） 0.3 26.1 32.4 80.9  

（ご参考）前期実績 

（2024 年 12 月期） 
13,157 1,043 1,018 912 10.16 

② 業績予想と実績値との差異の理由 

当連結会計年度は、物件引渡棟数を始めとした営業指標において当初計画を達成したことに加え

て、下記「２．① 債務保証損失引当金の戻入について」に記載の債務保証損失引当金の戻し入れを

行ったことにより業績予想を上回る営業利益及び経常利益を計上いたしました。 

加えて、下記「２．② 繰延税金資産の計上について」に記載の通り法人税等調整額が減少したこ

とに伴い親会社株主に帰属する当期純利益が当初予定よりも増加しております。 



 

その結果、売上高は業績予想通りに、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益は業績

予想を上回る着地となりました。 

 

 

２． 連結決算 

① 債務保証損失引当金の戻入について 

今後の業績見通し等を踏まえ、債務保証の履行金額について慎重に検討した結果、債務保証損失

引当金の戻入 （△は利益）△291 百万円を売上原価に計上いたしました。債務保証損失の戻入によ

る業績への影響等につきましては、本日公表の「2025 年 12 月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」に

反映しております。 

 

② 繰延税金資産の計上について 

今後の業績見通し等を踏まえ、繰延税金資産の回収可能性について慎重に検討した結果、繰延税

金資産を計上いたしました。これにより、当連結会計年度の法人税等調整額（△は利益）は、△368

百万円となりました。繰延税金資産の計上による業績への影響等につきましては、本日公表の「2025

年 12 月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」に反映しております。 

 

 

３． 単体決算 

① 繰延税金資産の計上について 

今後の業績見通し等を踏まえ、繰延税金資産の回収可能性について慎重に検討した結果、繰延税

金資産を計上いたしました。これにより、当事業年度の法人税等調整額（△は利益）は、△414 百万

円となりました。繰延税金資産の計上による業績への影響等につきましては、本日公表の「2025 年

12 月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」に反映しております。 

 

 

 

以上 


